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家具転倒防止対策事業など

みんなの広場 
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INFORMATION 
アルバイト登録者の募集など

ふるさとの川の流れに 
宇治川の変遷（４）

親子で歓声！
　4 月 11 日、子育て支援センター「あいあいホール」
では、開館 1 周年を記念してイベントが開かれま
した。
　ヒロ・赤星さんによるマジックショーでは、巨
大風船の中に人が入ったり、絵本の中のキャン
ディーが飛び出たりして、子どもたちは大喜び。
親子で春の一日を楽しみました。
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町
で
は
、地
震
発
生
時
に
転
倒
し
た
家
具
等
に
よ
る
事
故
を
防
止
し
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
家
具

転
倒
防
止
器
具
の
設
置
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

②
65
歳
以
上
の
者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

▼
内
容

　

自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
で
、
住
居
の
中
で

利
用
頻
度
の
高
い
寝
室
、
居
間
等
の
家
具
に

転
倒
を
防
止
す
る
た
め
の
器
具
を
設
置
し
ま

す
。

　

設
置
は
、
町
が
委
託
し
た
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
お
伺
い
し
、
設
置
し

ま
す
。

※
家
具
の
例
は
、
タ
ン
ス
、
本
棚
、
食
器
棚

　

等
で
す
。

▼
費
用
の
限
度
額

　

設
置
費
用
の
補
助
限
度
額
は
５
，
０
０
０

円
で
、
町
が
負
担
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
上
に
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
実
費

負
担
に
よ
り
取
付
け
を
実
施
し
ま
す
。

▼
必
要
書
類
等

①
申
請
書
、
確
約
書
等

　

借
家
の
場
合
は
、
家
主
の
承
諾
も
必
要
で

す
。

②
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類

　

住
民
票
、
免
許
証
、
保
険
証
、
障
害
者
手

帳
な
ど
の
コ
ピ
ー
等

▼
手
続
き
の
流
れ

①
申
請
書
の
提
出

　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
な

事
項
を
ご
記
入
、
押
印
の
う
え
、
必
要
な
書

類
を
添
付
し
、
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

②
決
定
通
知

　

申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
町
か
ら
決
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

③
取
り
付
け
の
実
施

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
電
話

で
日
程
調
整
し
た
後
、
ご
家
庭
に
訪
問
し
、

調
査
を
お
こ
な
い
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設

置
を
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

　

家
具
が
転
倒
す
る
と
、
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
て
け
が
を
し
た
り
、
室
内
が
散
乱

す
る
こ
と
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
背

の
高
い
家
具
や
重
量
の
あ
る
家
電
製
品
は
要
注
意
。
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
対

策
を
万
全
に
し
て
、
家
庭
で
の
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・ 

重
い
も
の
は
下
に
、
軽
い
も
の
は
上
に
収

納
す
る
。

・ 

本
棚
な
ど
は
、
隙
間
を
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
で

固
定
す
る
な
ど
、
な
る
べ
く
空
間
を
作
ら

な
い
。

・ 

家
具
の
下
部
の
前
方

に
板
を
入
れ
、
壁
に

も
た
れ
気
味
に
置
く
。

・ 

就
寝
場
所
に
家
具
が

倒
れ
て
こ
な
い
よ
う

に
配
置
す
る
。

・ 

天
井
に
直
接
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
の
照
明

が
安
全
で
す
。

・ 

つ
り
下
げ
式
の
も
の
は
、
鎖
と
金
具
を

使
っ
て
数
か
所
留
め
て
補
強
す
る
。

・ 
蛍
光
灯
は
蛍
光
管

の
落
下
を
防
止
す

る
た
め
、
両
は
じ

を
耐
熱
テ
ー
プ
で

留
め
て
お
く
。

★ 

転
倒
防
止
金
具

壁
・
柱
・
鴨
居
と
家
具
を
固
定
す
る
タ
イ

プ
と
、
床
な
ど
に
固
定
す
る
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。
家
具
や
室
内
の
状
況
に
よ
っ
て

選
び
ま
す
。

★ 

重
ね
留
め
用
金
具

重
ね
た
上
下
の
家
具
を
固
定
し
、
上
の
家

具
の
転
倒
を
防
ぎ
ま
す
。

★ 

扉
・
引
き
出
し
の
開
放
防
止
金
具

扉
・
引
き
出
し
が
開
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

さ
ら
に
、
収
納
物
の
落
下
を
防
止
す
る
た

め
に
、
棚
板
に
滑
り
止
め
の
ふ
き
ん
を
敷

い
た
り
、
木
や
ア
ル
ミ
の
棒
に
よ
る
飛
び

出
し
防
止
枠
を
付
け
る
と
安
心
で
す
。

　

冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品
に
は
専
用
の
転

倒
防
止
金
具
が
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
取
扱
説
明
書
を
読
ん
で
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

５月１日

平成22年１月29日

募集期間

▼

家
具

家
具
の
転
倒
・
落
下
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
！

転
倒

設
置
希
望
者
を
募
集

防
止
器
具
の

照
明
器
具
を
補
強
す
る

収
納
を
工
夫
す
る

耐
震
金
具
を
利
用
す
る

置
き
方
を
工
夫
す
る
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行政ニュース 

必
要
な
手
続
き
は
？

口座振替制度のしくみ

納税者 

取扱金融機関 役　　場 

納付書

振替納税 

申
し

込
み

 納
税

通
知

書
 

　

平
成
21
年
度
の
町
税
の
納
期
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
納
期
内
に

税
金
を
納
め
な
い
と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

  

町
（
府
）
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
等

を
送
付
し
ま
す
。

　

納
期
月
を
確
認
し
て
、
下
記
の
取
扱
金
融

機
関
ま
た
は
役
場
税
務
課
の
窓
口
で
納
め
て

い
た
だ
く
か
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

  

５
月
に
全
期
分
（
１
〜
４
期
分
）
の
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
。

◆
町
（
府
）
民
税

  

６
月
に
全
期
分
（
１
〜
４
期
分
）
の
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
税

  

６
月
に
全
期
分
（
１
〜
10
期
分
）
の
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
。

◆
軽
自
動
車
税

  

５
月
に
１
台
ご
と
に
納
付
書
を
作
成
し
、

所
有
者
ご
と
に
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。

※ 

税
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の

つ
ど
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

【
銀
行
】
京
都
銀
行
・
り
そ
な
銀
行
・
み
ず

ほ
銀
行
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・
三
井
住

友
銀
行
・
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
・
南
都
銀
行

【
信
用
金
庫
】
京
都
信
用
金
庫
・
京
都
中
央

信
用
金
庫
【
農
業
協
同
組
合
】
京
都
や
ま
し

ろ
農
業
協
同
組
合(
各
本
店
・
支
店)

【
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
】
近
畿
２
府
４

県
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

　

町
へ
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
税
ご
と
に
納
税
通
知
書
と
納
付
書
を
お

送
り
し
、
納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
等
に
出

向
い
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
忙
し
く
て
、
な
か
な
か
金
融

機
関
に
行
く
ひ
ま
が
な
い
」、「
税
に
よ
っ
て

納
期
が
異
な
る
の
で
、
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
う
」
な
ど
と
い
う
人
に
は
、
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
利
用
で
き
る
税
金
は
、
町

（
府
）
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

  

便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

  

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
取
り
引
き
の
あ

る
金
融
機
関
（
取
扱
金
融
機
関
）
へ
口
座
振

替
納
付
依
頼
書
と
預
金
通
帳
に
ご
使
用
の
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
は
、
役
場
税
務

課
の
窓
口
の
ほ
か
町
内
の
各
金
融
機
関
の
窓

口
に
も
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
納
期
限
ご
と
に
自
動
的
に
口
座
か

ら
振
り
替
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
度
申
し

込
む
と
、
翌
年
度
か
ら
も
継
続
し
て
口
座
振

替
さ
れ
ま
す
の
で
、
毎
年
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
人

に
は
、
各
税
の
最
終
納
期
の
翌
月
に
「
領
収

済
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

  

も
し
、
預
金
残
高
不
足
等
の
た
め
に
引
き

落
と
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、
改
め
て
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
金
融
機
関
等
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

町
（
府
）
民
税
（
普
通
徴
収
分
）
と
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

第
１
期
納
期
限
内
に
年
税
額
を
一
括
で
納
付

さ
れ
た
場
合
に
交
付
し
て
い
た
「
全
期
前
納

報
奨
金
」
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
は
一

部
減
額
し
て
交
付
し
ま
す
。

※　

交
付
率
は
、
従
来
の
0.3
㌫
か
ら
0.1
㌫
に
、

交
付
額
の
上
限
は
、
５
万
円
か
ら
３
万
円
に

な
り
ま
す
。

　

今
後
も
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

▼町税納期一覧表
納期月 税目・期別

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

1 月

2 月

3 月

固定資産税・都市計画税
軽 自 動 車 税

（第１期）
（ 全 期 ）

町 （府） 民　税
国 民 健 康 保 険 税

（第１期）
（第１期）

固定資産税・都市計画税
国 民 健 康 保 険 税

（第２期）
（第２期）

町 （府） 民　税
国 民 健 康 保 険 税

（第２期）
（第３期）

町 （府） 民　税
国 民 健 康 保 険 税

（第３期）
（第４期）

固定資産税・都市計画税
国 民 健 康 保 険 税

（第３期）
（第５期）

町 （府） 民　税
国 民 健 康 保 険 税

（第４期）
（第６期）

固定資産税・都市計画税
国 民 健 康 保 険 税

（第４期）
（第７期）

国 民 健 康 保 険 税（第８期）

国 民 健 康 保 険 税（第９期）

国 民 健 康 保 険 税（第10期）

※引き落としは各納期の最終日となります。 

税
金 

は 

納
期
内 

に

　
　
　
　

 

納
め
ま
し
ょ
う

納
税
通
知
書
等
を
送
付
し
ま
す

取
扱
金
融
機
関

便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

　

口
座
振
替
を

引
き
落
と
し
が

　

で
き
な
か
っ
た
と
き
は
？

全
期
前
納
報
奨
金
を

一
部
減
額
し
て
交
付
し
ま
す
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みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2009 Kumiyama

保育所入所式（４月４日・宮ノ後保育所） 

2009 Kumiyama
絵本を楽しむ日（４月２日・あいあいホール） 

練習試合でアタック 名前を呼ばれて大きな声で「ハイ」

爽やかな汗と笑顔
　4月 4日、総合体育館でいきいきスポーツ教室がおこ
なわれ、スポーツで心地よい汗を流しました。
　今年から子育て中のお母さんやお父さんも参加できるよ
うに、保育ルームを設けて実施。参加者は、やわらかく大
きいボールを使うため、ボールコントロールが難しいソフ
トバレーボールにチャレンジ。レシーブやアタックの練習
後の試合では、練習の成果かアタックも決まり大きな歓声
があがっていました。

宮
みや

場
ば

  勇
ゆう

爾
や

ちゃん 
（平成 18 年 8 月 10 日生）

勇くんの笑顔がパパとママの元気の源です。
保育所でもお友達いっぱいつくろうね♡

田井　父　勝さん・母　佳代子さん

日
ひ

野
の

 ひなの・雅
まさ

斗
と

ちゃん 
（平成 17 年 11 月 23 日・平成 20 年 1 月 3 日生）
好奇心旺盛なので毎日、ヒヤヒヤ・ドキドキ

目が離せない 2 人です。
下津屋　父　直木さん・母　真由美さん

小
こばやし

林  優
ゆ

月
づき

ちゃん 
（平成 19 年 10 月 24 日生）
よく食べて、よく笑って・・・。

お転婆だけど元気いっぱいな女の子です。
林　父　恵三さん・母　桃さん

154 人が期待を胸に入学
　4月 7日、町内の３小学校で入学式がおこなわれ、新
１年生１５４人が、満開の桜のなか小学校生活の第一歩を
踏み出しました。
　御牧小学校では、先生や在校生の拍手で迎えられる中、
新１年生が笑顔で入場。式では、２年生が、全員で小学校
生活の１年間を歌で紹介。新１年生は、これから始まる小
学校生活への期待で胸をふくらませていました。

いきいきスポーツ教室
総合体育館

小学校入学式
町内 3 小学校
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2009 Kumiyama

漢字の達人教室（４月 11 日・ゆうホール） 

2009 Kumiyama
荒見苑写真教室（４月 13 日・荒見苑） 

真剣に取り組む新規入団者 桜の下で笑顔も花咲く

2009 Kumiyama

童謡を楽しむ会（４月８日・ゆうホール） 

平成 21 年 3 月 10 日から 4 月 9 日までの受付分（敬称略）

地域の安全を守るために！
　4月 12日、役場駐車場で町消防団の新規入団者7人
が消防団初任者訓練を受講しました。新規入団者は、消防
職員から消防ホースと筒先の取り扱いや土のう作りなど消
防団員としての基礎を教わり、いざと言うときに迅速に動
けるように真剣に練習していました。
　現在、町では２つの消防分団と女性消防団で総勢193
人の消防団員が、地域の安全を守るために頑張っています。

絶好のお花見日和
　４月５日、東一口の前川堤で「桜のつどい」がおこなわ
れました。
　「京都の自然200選」に選ばれた前川堤の桜は、地元
東一口自治会の前川桜並木愛護会による日頃の手入れのお
かげで、立派な花を咲かせていました。
　前日からの雨も上がり、今年も両堤には多くの人が訪れ、
暖かい日差しの中、ほぼ満開の桜の下で楽しい一日を満喫
されていました。

消防団初任者訓練
役場駐車場

桜のつどい
前川堤（東一口）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  

婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

野　

村	

中
澤　

正
行	

中
澤　

恵
美

佐　

山	

上
村　

剛
彦	

上
村　

千
穂

　

〃	

林　
　

貴
哉	

林　

ち
ひ
ろ

田　

井	

山
﨑　

太
地	

山
﨑　

知
里

下
津
屋	

椿
森　

光
義	

椿
森
多
美
子

　

栄	

佐
野　

篤
史	

佐
野　
　

恵

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

島　

田	

井
上
銀ぎ
ん

士じ
ろ
う郎	

信
宏
・
典
子

　

森	

鈴
木　

応お
う

嘉か	

健
史
・
み
ゆ
き

佐　

山	

森
下　

遥は
る
と斗	

英
世
・
恵
子

　

〃	

山
本　
　

武
た
け
る	

義
人
・　

雪

　

〃	

小
林　

昴す
ば

統る	

正
和
・
清
恵

佐　

古	

浅
野　
　

悠
は
る
か	

博
也
・
千
恵
子

　

〃	

田
畑　

陽ひ

菜な	

順
也
・
智
子

市　

田	

武
田　

凰こ
う

愛あ	

鉄
矢
・
慈
野
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エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
・
い
き
い
き
ホ
ー
ル

総
合
体
育
館
・
保
育
所
・
幼
稚
園

荒
見
苑
・
Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店

身
体
障
害
者
用
の
駐
車
場
所
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い

　

役
場
前
と
中
央
公
民
館
前
に
身
体
障
害

者
用
の
駐
車
場
所
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
・
女
性
）

中
央
公
民
館
南
側
駐
車
場
に
新
設

し
ま
し
た

　

身
体
障
害
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
役
場
に
は
従
来
か
ら
玄
関
前
に

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
に
は
南
側
駐
車
場

に
２
台
分
を
新
設
し
ま
し
た
。 

【
総
務
課
】

天
ぷ
ら
油
の
収
集
場
所
が
分
か
り

に
く
い
で
す

　

天
ぷ
ら
油
の
収
集
場
所
が
分
か
り
づ
ら

く
、
ご
み
収
集
場
所
に
置
い
て
帰
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

見
つ
け
や
す
い
場
所
に
移
動
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
。　
（
市
田
・
女
性
）

指
定
回
収
場
所
の
近
く
の
ノ
ボ
リ

旗
を
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い

　

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
は
、
毎
月
第
２

水
曜
日
に
公
会
堂
や
集
会
所
な
ど
の
指
定

場
所
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
市
田
の
回
収
場
所
は
一
見
し

て
分
か
り
に
く
い
所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

い
た
ず
ら
な
ど
の
未
然
防
止
の
た
め
、
部

外
者
の
目
に
付
き
に
く
い
場
所
を
選
ん
で

い
ま
す
。

　

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
出
さ
れ
る
際

は
、
指
定
回
収
場
所
の
近
く
に
ノ
ボ
リ
旗

を
立
て
て
い
ま
す
の
で
目
印
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
使

用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
回
収
し
て
い
ま
せ

ん
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
使
用
済
み

て
ん
ぷ
ら
油
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

 

【
環
境
保
全
課
】

交
通
ル
ー
ル
の
啓
発
に
つ
い
て

　

第
二
京
阪
国
道
を
横
断
す
る
の
に
歩
道

橋
を
使
わ
ず
、
横
断
す
る
人
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。

　

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
と
思
い

ま
す
。
も
っ
と
啓
発
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
向
け
て
啓

発
し
ま
す

　

ご
指
摘
い
た
だ
い
た
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
に
向
け
て
、
歩
道
橋
の
正
し
い
利
用
や

横
断
歩
道
の
無
い
と
こ
ろ
で
の
横
断
禁
止

な
ど
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
啓
発
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
現
地
で
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
管
理
者
で

あ
る
京
都
国
道
事
務
所
に
要
望
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

 　
【
建
設
整
備
課
】

　町には、現在、女性 10 人を含む 193 人の消防団員
が活動されています。
　消防団は、「自分たちの地域は自分たちで守る」の基
本理念に基づき、火災の発生時には消火活動や飛火の
警戒、地震における救助や避難誘導等、さらに大雨に
よる水防活動などあらゆる災害において、住民の生命
財産を守るため献身的な活動をおこなっています。
　また、平常時には火災予防のため、広報活動や防火
訪問、災害に備えて消防ポンプの放水点検や訓練を重
ねて、技能などの向上に努めています。
　しかし、近年消防団への入団希望者が減少し、高齢
化が進んできている状況です。地域の安心・安全を守
るため、より多くの人が消防団に参加していただきま
すようお願いします。
問い合わせ／消防本部

宮川繁美

久乗清和

芳川　亨

田村　学

東日出則

末葊健志

薄井　保

野村佳孝

別所有光

澤㟢誠造

中田信幸

中村光男

田口浩嗣

村田和弘

山下道則

西村文伸

田中　望

村田篤彦

岸下浩二

黒澤温子

団長

副団長

分団長

副分団長

第１部部長（佐古地域）

第２部部長（市田地域）

第３部部長（佐山地域）

第４部部長（栄地域）

第５部部長（林地域）

分団長

副分団長

第 1 部部長（北川顔・藤和田地域）

第２部部長（坊之池・野村地域）

第３部部長（東一口・西一口地域）

第４部部長（相島・中島・森地域）

第５部部長（下津屋・田井・島田地域）

女性消防団部長

第
１
分
団

第
２
分
団

平成 21 年度

町消防団役員
　　　が決まりました

▼平成 21 年度町消防団役員　　　　　　　＝敬称略＝
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キ 
ャ

ン 
パ  

ス   

教
育
委
員
会
だ
よ
り

campus
No.2

行政ニュース 

　

近
年
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
保
護
者
の
子
育
て
環
境
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
の
低
下
と
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
目
指
し
て
、
久
御
山
町
で
は
幼
児
期
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
一
貫
し
た
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
か
ら
始
ま
る
義
務
教
育
へ
向
け
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
就
学
す
る
た
め
に

家
庭
や
社
会
、
幼
稚
園
・
保
育
所
で
の
就
学
前
教
育
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
久
御
山
町
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
特
色
あ
る
教
育
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

○
幼
稚
園
と
保
育
所
の
一
体
的
運
営

　

町
で
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
が
同
じ

環
境
に
お
い
て
、
同
じ
教
育
・
保
育
を
等
し

く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
５
歳
児

の
幼
保
一
体
的
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
に
入
学
す
る
前
か

ら
同
じ
地
域
の
子
ど
も
た
ち
同
士
が
顔
見
知

り
に
な
り
、
同
じ
環
境
で
同
じ
体
験
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
な
小
学
校
へ
の
接
続
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

幼
稚
園
で
の
保
育
所
児
の
保
育
時
間
や
、

保
育
料
の
算
定
方
法
は
基
本
的
に
保
育
所
の

も
の
と
同
じ
で
す
。

○
「
未
就
園
児
遊
び
の
日
」
を
開
催

　

町
立
幼
稚
園
で
は
、
３
歳
児
か
ら
小
学
校

就
学
ま
で
の
３
年
保
育
を
実
施
し
て
い
す
。

幼
稚
園
に
入
園
す
る
前
の
２
歳
児
の
お
子
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
各
幼
稚
園
で
月
１
〜
２
回

程
度
、「
未
就
園
児
遊
び
の
日
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
実
際
に
幼
稚
園
で
の
生
活
、
様

子
な
ど
を
入
園
の
１
年
前
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
未
就
園
児
遊
び
の
日
」
の
開
催
日
時
は

幼
稚
園
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
参
加
を

希
望
さ
れ
る
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、
参

加
料
な
ど
は
い
り
ま
せ
ん
。

○
保
育
所
で
も
統
一
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
作
成

　

町
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
に
関
わ
ら

ず
、
教
育
・
保
育
を
等
し
く
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
年
齢
ご
と
の
統
一
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
を
も
と
に
、

教
育
内
容
・
保
育
内
容
の
共
有
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
実
施

　

町
立
幼
稚
園
は
御
牧
・
佐
山
・
東
角
と

３
か
所
あ
り
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚

園
に
お
い
て
行
事
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
年
に
数
回
、
３
か

所
の
幼
稚
園
合
同
で
行
事

を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
普

段
と
は
異
な
る
幼
稚
園
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

他
の
幼
稚
園
の
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
合
い
、
そ
の
幼

稚
園
で
の
活
動
を
知
る
こ

と
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
良
い
刺
激
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
間
の
交

流
だ
け
で
な
く
、
幼
保
一

体
的
運
営
の
始
ま
る
前
で

あ
る
４
歳
児
の
幼
稚
園
・

保
育
所
間
交
流
や
小
学
校

へ
の
体
験
入
学
な
ど
を
通

し
て
、
同
じ
地
域
の
保
育
所
交
流
や
小
学

校
交
流
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

○
早
期
か
ら
英
語
に
慣
れ
親
し
む
た
め
に

　

国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、

各
小
学
校
・
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
専
属
の

Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
が
１
名
配
属

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
に
い
る
Ａ
Ｅ
Ｔ
が
ほ
ぼ
隔
週
で

そ
の
地
域
の
幼
稚
園
・
保
育
所
に
出
向
い

て
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
を
通
じ
た
英
語
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
早
い
段
階
か

ら
異
文
化
に
親
し
む
こ
と
は
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
と
っ
て
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
と

と
も
に
、
小
学
校
か
ら
の
英
語
活
動
へ
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

★
就
学
前
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
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長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

vol.128

５月は「消費者月間」です！

　消費者の利益を守るため、昭和 43 年５月に消費者保
護基本法（現在の「消費者基本法」平成 16 年６月２日
施行）が公布されました。その後、昭和 53 年に５月
30 日が「消費者の日」と定められ、さらに 20 周年に
あたる昭和 63 年には、５月が「消費者月間」と定めら
れました。
　この消費者月間には毎年テーマが決められ、消費者月
間の取り組みが全国各地で実施されます。
　近年、消費者問題は、ますます複雑多様化しています。
高齢者をねらった悪質な住宅リフォームやハガキ・封書
による「架空請求」、警察官や弁護士、役所の名前をか
たり、相変わらず高額な金銭を要求する「振り込め詐欺」
などがあります。
　こうした中で、消費者が安全で安心して暮らせる社会
を実現するためには、被害を未然に防ぎ、その拡大を防
止することが重要です。

　平成 17 年４月に個人情報保護法が全面施行されるな
ど、消費者を守る取り組みは進んでいます。しかし、消
費者自身も正しい知識を身につけるとともに、納得でき
ないことは勇気をもって断るといった行動をとることに
よって、消費者被害を防ぐことが大切です。
　この消費者月間を通して、暮らしの問題に関心を持ち、
消費生活に関する正しい知識と情報を得て、賢い消費者
になりましょう。
　トラブルに巻きこまれたら、
１人で悩まず、京都府消費生
活安全センター☎ 075（671）
0004、京都府山城広域振興
局 商 工 観 光 室 ☎ 0774（21）
2103 または町産業課へご相談
ください。

　

人
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
、

ウ
イ
ル
ス
が
人
の
体
内
で
人
か
ら
人
へ
感
染

す
る
よ
う
に
変
わ
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
な

い
今
、
準
備
で
き
る
こ
と
や
習
慣
・
心
が
け

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
今
か
ら
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
手
洗
い
、
う
が
い
を
励
行
し
、
熱
、
咳
、

く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
栄
養
の
あ
る
食
事
を
心
が
け
、
十
分
な
睡

眠
を
と
り
、
体
力
と
抵
抗
力
を
つ
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

③
食
料
、
日
用
品
、
医
療
品
な
ど
を
少
な
く

と
も
２
週
間
分
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

熱
、
咳
、
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る

と
き
は
、
マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
マ
ス

ク
が
な
い
と
き
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と

鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔
を
そ
ら
し
２

㍍
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

　

使
用
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、

そ
の
後
は
、
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
手

洗
い
場
が
近
く
に
な
い
場
合
は
、
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
代
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

35

　献血は、16 歳から 69 歳まで
幅広い層にわたってできる、身
近なボランティアです。
　献血カードまたは本人確認が
できるもの（運転免許証、健康
保険証など）をご持参ください。
　なお、海外旅行から帰国後４
週間を経過しないなど、献血が
できないことがあります。ご了
承ください。
　みなさんの積極的なご協力を
お待ちしています。
日時／５月 15 日（金）　①午前

10 時～午後０時 15 分　②
午後２時～３時 30 分

場所／①ゆうホール　②中央公
民館

問い合わせ／長寿健康課

～消費者新時代　消費者が主役～

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
知
ろ
う

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
？

献血にご協力を
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図
書
館

図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
】

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
３

火
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

７
日
㈭
・
11
日
㈪
・
18
日
㈪
・
25
日
㈪
・

31
日
㈰

■材料（約 15 個分）
124

柏餅（かしわもち）

95㌔カロリー /1 個分

「くみやま食暦」作成検討会

米粉（上新粉）･･･････････250 グラム
もち粉･･･････････････････30 グラム
ぬるま湯（湯冷まし）･･････ 約 220cc

こしあん････････････････250 グラム
柏の葉･･･････････････････････15 枚

作り方 

①　柏の葉はていねいに洗った後、熱
湯でゆでて冷水にとる。

②　米粉ともち粉を合わせ、ぬるま湯
を入れ、耳たぶくらいの固さにこね
る。

③　②を 20 分ほど蒸す。
④　③をこね 15 等分する。こしあんも

15 個に丸めておく。

⑤　団子の生地を手のひらくらいにの
ばし、こしあんを餃子のように包む。

⑥　ゆでておいた柏の葉で⑤を包み、
20 分ほど蒸して出来上がりです。

＊柏の葉は新芽が出ないと古い葉が落
ちないため、「家系が途絶えない」と
いう縁起に結びつけ、「柏の葉」＝「子
孫繁栄｣ とされています。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

「
わ
た
し
た
ち
に
も
で
き
る　

こ
れ
か
ら
の

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
全
５
巻
）」
児
童
書

文
研
出
版
発
行

　

弱
い
立
場
の
人
を
助
け
た
り
、
社
会
・
地
域
な
ど
の
た
め
に
役
立

つ
活
動
を
自
分
の
意
思
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
本
書
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

「
み
ん
な
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
百
科
」
児
童
書

フ
レ
ー
ベ
ル
館
発
行

　

社
会
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
実

際
に
子
ど
も
達
自
身
が
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
多
数
紹
介

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
デ
ビ
ュ
ー
の
す
す
め
」

小
野
博
明
著

　

定
年
後
は
「
会
社
」
か
ら
「
地
域
社
会
」
に
出
て
、自
由
に
楽
し
く
、

生
き
が
い
を
感
じ
て
み
た
い
人
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
探
し
方

や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
紹
介

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
」

安
藤
雄
太
監
修

　

だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
行
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
。
本
書
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
含
む
豊
富
な
情
報
を
紹
介

新
着
図
書
の
紹
介

★
蘭
陽
き
ら
ら
舞（

高
橋
克
彦
著
）

　

役
者
仕
込
み
の
俊
敏
さ
で
荒
事
も
こ

な
す
蘭
陽
が
、
相
棒
の
春
朗
と
江
戸
の

怪
事
件
に
挑
む
。

★
こ
ん
な
感
じ

（
群
よ
う
こ
著
）

　

ミ
ユ
キ
五
十
四
歳
、
マ
キ
コ
四
十
九

歳
、
ヒ
ロ
コ
五
十
一
歳
。
更
年
期
を
迎

え
、
体
調
不
良
に
た
め
息
を
つ
き
つ
つ

苦
笑
い
の
毎
日
。

★
本
当
の
友
だ
ち
っ
て

　

ど
ん
な
友
だ
ち
だ
ろ
う

（
藤
原
和
博
著
）

　

学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
「
友
だ

ち
」
や
「
友
だ
ち
づ
く
り
」
の
、
と
っ

て
お
き
の
方
法
。
未
来
に
、本
当
の「
友

だ
ち
」
が
必
ず
待
っ
て
い
る
。

★
オ
オ
カ
ミ
の
お
う
さ
ま

（
田
島
征
三
絵
）

　
「
ひ
と
り
が
い
ち
ば
ん
き
ら
く
で
い

い
。」
と
言
っ
て
い
た
オ
オ
カ
ミ
が
、

あ
る
日
、オ
オ
カ
ミ
の
王
様
に
な
っ
た
。

王
様
に
な
っ
た
気
分
は
…
。

お
は
な
し
会

　

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を

読
み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
５
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
お
話
室
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2009
May 5

　

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

　

町
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

職
種
／
一
般
事
務
、
収
集
作
業
員
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
保
健
師
、
看
護
師
、
図

書
館
司
書
、
調
理
員
な
ど

勤
務
地
／
役
場
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童

保
育
、
図
書
館
な
ど

対
象
／
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）

賃
金
／
日
額
５
，
８
０
０
円
（
一
般
事
務
の

場
合
）、
交
通
費
（
規
定
に
よ
り
支
給
）

資
格
／
一
般
事
務
、
収
集
作
業
員
を
除
く
職

種
は
、
有
資
格
者
を
希
望

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
貼
り
、
希
望
の
職
種
を
ご
記

入
の
う
え
、
総
務
課
へ
。

※
勤
務
時
間
・
賃
金
は
、
職
種
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

　

三
郷
山
見
学
会

　

町
唯
一
の
山
林
で
あ
る
三
郷
山
は
、
宇
治

田
原
町
と
宇
治
市
の
間
に
あ
る
町
の
飛
地
で
、

財
産
区
に
よ
り
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
林
の
保
育
事
業
に
つ
い
て
学
び
、
同
地

内
に
あ
る
み
ど
り
が
丘
（
府
民
ス
ポ
ー
ツ
広

場
）
や
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
三
郷
山
（
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
）
の
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
16
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
集
合

　
　

※
雨
天
決
行

集
合
場
所
／
役
場
庁
舎
玄
関
前
駐
車
場

対
象
／
町
内
在
住
の
人

内
容
／
山
林
の
保
育
事
業
に
つ
い
て
の
学
習

と
施
設
見
学

定
員
／
先
着
15
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
11
日
㈪
ま

で
に
、
企
画
財
政
課
へ
。

※
現
地
へ
は
、
貸
切
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

　

手
話
教
室

　

初
心
者
向
け
の
教
室
で
、
あ
い
さ
つ
や
自

己
紹
介
が
で
き
る
手
話
を
学
び
ま
す
。
受
講

料
は
い
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
教
室
は
、
手
話
奉
仕
員
養
成
課
程
入

門
対
応
で
す
。

日
時
／
５
月
26
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
【
ゆ
う
ホ
ー
ル
休
館
日
を
除

く
全
14
回
】　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
／
先
着
10
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
20
日
㈬
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
可

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
出
張

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

健
康
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
実
施

し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
に
よ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
荒
見
苑
や
楽
生
苑
で
お
こ

な
い
ま
す
。

日
時
／
①
５
月
19
日
・
26
日
・
６
月
２
日
・

　
　

９
日
・
16
日
・
23
日　

②
６
月
30
日
・

　
　

７
月
７
日
・
14
日
・
21
日
い
ず
れ
も
火

　
　

曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
／
①
荒
見
苑　

②
楽
生
苑

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

費
用
／
１
回
に
つ
き
１
０
０
円

定
員
／
24
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

※
10
回
連
続
で
な
く
て
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

医療法人
八仁会

TEL 075(631)2261   FAX 075(631)2581
E-mail:minamihp@hkg.odn.ne.jp     http://www.odn.ne.jp/minamihp

久御山南病院
訪問リハビリテーション
〒 613-0042　久御山町坊之池坊村中 28 理事長　南　　八王

ケアモール医療法人八仁会
〒 613-0043　久御山町島田堤外 31 番地（役場近く）
ケ ア リ ビ ン グ く み や ま
久御山南病院　居宅介護支援センター

「あおぞら」訪問看護ステーション

TEL 075(633)5621   FAX 075(633)5627
TEL 075(632)6118   FAX 075(632)6134
TEL 075(631)8860   FAX 075(631)8986

社会福祉法人 八康会
特別養護老人ホーム 楽生苑

理事長　南　　八王〒 613-0042　久御山町坊之池坊村中 66
TEL 075(632)1094    FAX 075(632)1097
◦介護老人福祉施設　◦ケアハウス　◦通所介護事務所
◦ショートステイ　　◦久御山町地域包括支援センター

居宅介護支援事業所東楽生苑・ヘルパーステーション
〒 613-0033　久御山町林北畑 105 番地　久御山団地 17 棟 103 号

TEL 0774(41)1470    FAX 0774(41)1471

内容 時間
血圧測定・問診チェック、ウォームアップ・
ストレッチ

10 分

35 分

10 分

35 分

介護予防グループレッスン「サッソウい
きいき体操」
　バランスディスク等を利用した教室形
態のグループレッスン

介護予防筋力向上トレーニング「元気ハ
ツラツトレーニング」
　高齢者向け筋力トレーニングマシンを
使用した筋力活性化エクササイズ

クールダウン・ストレッチ
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あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
教
室

　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
で
は
、
次
の
と
お
り
教

室
を
開
き
ま
す
。
い
ず
れ
の
教
室
も
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
同
ホ
ー
ル
へ
。

▼
親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク

日
時
／
５
月
16
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時

対
象
／
町
内
在
住
で
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

内
容
／
親
子
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
す
。

費
用
／
１
家
族
３
０
０
円

▼
親
子
で
作
ろ
う
パ
ン
ケ
ー
キ

日
時
／
５
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
で
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

内
容
／
親
子
で
簡
単
に
で
き
る
パ
ン
ケ
ー
キ

を
作
り
ま
す
。

費
用
／
１
家
族
２
０
０
円

　

荒
見
苑
の
教
室

　

荒
見
苑
で
は
、
次
の
と
お
り
教
室
を
開
き

ま
す
。
い
ず
れ
の
教
室
も
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、
同
苑
へ
。
電
話
可

▼
草
花
教
室

日
時
／
５
月
12
日
㈫　

午
後
２
時
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
先
着
16
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

▼
押
し
花
教
室

日
時
／
６
月
４
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
先
着
16
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

▼
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時
／
６
月
３
日
㈬
・
５
日
㈮
・
10
日
㈬
・

12
日
㈮
・
17
日
㈬
・
19
日
㈮
・
24
日
㈬
・

26
日
㈮　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

内
容
／
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

定
員
／
先
着
16
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

　

土
曜
塾
の
塾
生

　

基
礎
学
力
の
充
実
と
自
学
自
習
で
き
る

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
、
月
２
、３
回
程
度
、

土
曜
日
に
学
習
会
を
開
き
ま
す
。

　

自
分
の
苦
手
と
す
る
と
こ
ろ
の
克
服
の
た

め
や
予
習
復
習
の
た
め
、
み
ん
な
で
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。

時
間
／
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
中
央
公
民
館

対
象
／
町
内
在
住
の
中
学
生

費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
実
費

指
導
者
／
地
域
住
民
や
大
学
生
、
中
学
校
教

師
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
随
時
、
学
校
教

育
課
へ
。

　

町
ふ
る
さ
と
研
究
会

　

町
ふ
る
さ
と
研
究
会
の
新
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

歴
史
に
興
味
の
あ
る
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日　

午
前
10
時

～
正
午

活
動
場
所
／
中
央
公
民
館

活
動
内
容
／
町
の
民
話
や
昔
話
の
紙
芝
居
制

作
、
町
の
歴
史
の
勉
強
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
へ
。

　

ふ
る
さ
と
教
室

　

町
で
は
、
地
域
文
化
の
再
発
見
と
ふ
る
さ

と
久
御
山
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ふ
る

さ
と
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
程
／
年
間
４
回
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
季
）

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
人

で
、
４
回
と
も
参
加
で
き
る
人

内
容
／
①
文
化
・
歴
史
の
講
義　

②
町
内
文

化
財
等
見
学　

③
町
内
外
文
化
財
等
見

学　

④
町
外
文
化
財
等
見
学

定
員
／
30
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合
、
主
催

者
で
抽
選
し
決
定
し
ま
す
）

費
用
／
無
料
。
た
だ
し
、
参
拝
料
・
拝
観
料
・

昼
食
代
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
１
日
㈮
・

７
日
㈭
・
８
日
㈮
・
11
日
㈪
・
12
日
㈫

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
の
間
に
、
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可

※
本
人
以
外
の
申
し
込
み
は
、
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

　

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修

　

理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
「
も
の
を
大
切
に
す
る
心
」、「
科
学
す
る

心
」
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
に
よ
り
、
お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も

ち
ゃ
の
修
理
）
を
開
き
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
子
ど
も
た
ち
の
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
５
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
15
分
～
午

後
２
時

※
当
日
の
受
付
は
、
午
後
１
時
ま
で
で
す
。

場
所
／
中
央
公
民
館
前
広
場
（
ふ
れ
あ
い
福

　
　

祉
ま
つ
り
会
場
内
）

募
集
個
数
／
30
個
（
１
人
１
個
ま
で
）

※
お
も
ち
ゃ
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
／
修
理
代
は
原
則
無
料
で
す
が
、
電

池
代
な
ど
の
実
費
を
頂
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
当
日
、
時
間
内
に
修
理
で
き
な

い
場
合
、
お
預
か
り
し
て
後
日
お
返
し

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
13
日
㈬
ま

で
に
、
同
協
議
会
へ
。

　

母
子
家
庭
奨
学
金

　

京
都
府
で
は
、
母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
申
請
は
、
毎
年
度
必
要
で
す
。
申
請

が
遅
れ
る
と
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と

な
り
、
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
他
の
府
の
奨
学
金
制
度
と
あ
わ
せ

て
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
／
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
児
童
な

　
　

ど
を
扶
養
し
て
い
る
母
親
な
ど

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
29
日
㈮
ま
で
に
、

社
会
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

母
子
福
祉
推
進
委
員
ま
た
は
民
生
児
童

委
員
の
証
明
を
添
え
て
、
同
課
へ
。

※
昨
年
申
請
さ
れ
た
人
へ
は
、
申
請
書
を
４

月
上
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
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ミ
ニ
統
計
書
を
無
償
配
布

　

町
で
は
、「
平
成
20
年
度
版
久
御
山
町
ミ

ニ
統
計
書
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
統
計
書
は
、
町
の
人
口
・
産
業
・
交

通
・
行
財
政
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
る
基
本

的
な
統
計
資
料
を
グ
ラ
フ
や
表
な
ど
を
用
い

て
わ
か
り
や
す
く
集
録
し
た
も
の
で
、
広
報

行
政
課
窓
口
で
無
償
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課

　

児
童
手
当

▼
認
定
請
求
書
の
提
出

　

現
在
、
所
得
制
限
な
ど
で
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
な
い
人
で
も
、
扶
養
人
数
や
前

年
中
の
所
得
額
の
変
更
な
ど
で
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
児
童
手
当
認
定
請
求
書
を

５
月
29
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
中
で
、

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
人
や
転
入
さ
れ
た
人
、

里
帰
り
出
産
な
ど
で
他
市
町
村
へ
出
生
届
を

提
出
さ
れ
る
（
さ
れ
た
）
人
も
認
定
請
求
が

必
要
で
す
。
出
産
日
、
転
入
日
の
翌
日
か
ら

15
日
以
内
に
認
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

︿
認
定
請
求
に
必
要
な
も
の
﹀

・
申
請
者
が
厚
生
年
金
加
入
者
の
場
合
は
、

年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険
証
の

写
し

・
請
求
者
名
義
の
預
金
口
座
が
わ
か
る
も
の

（
郵
便
局
も
可
）

・
印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）

・
今
年
の
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人

は
、
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
が
あ
っ

た
市
区
町
村
長
発
行
の
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書

▼
現
況
届
の
提
出

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
に

は
、
今
月
下
旬
に
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
６
月
分
か
ら
の
手

当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
６
月
30
日
㈫
ま
で

に
、
社
会
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
①
５
月
１
日
㈮　

午
前
11
時
～
午
後

２
時　

②
15
日
㈮　

正
午
～
午
後
３
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
①
料
理
教
室　

②
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

宿
泊
を
伴
う
一
時
預
か
り
事
業

　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
は
、
子
育
て
中
の
ご

家
庭
で
、
保
護
者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
児

童
を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
宿
泊
を
伴
い
児
童
を
お
預

か
り
す
る
制
度
で
す
。

対
象
／
町
内
に
住
所
を
有
す
る
児
童
（
小
学

校
修
了
前
ま
で
）

利
用
条
件
／
児
童
の
送
迎
は
、
必
ず
保
護
者

ま
た
は
代
理
の
人
が
お
こ
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
送
迎
が
な
い
場
合
は
、
児
童
を

お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
期
間
／
１
回
の
利
用
に
つ
き
７
日
間
ま

で

実
施
施
設
／

（福）
盛
和
福
祉
会
「
児
童
養
護
施

設
・
乳
児
院
京
都
大
和
の
家
」（
相
楽

郡
精
華
町
南
稲
八
妻
笛
竹
37
）、

（福）
京

都
府
社
会
福
祉
事
業
団
「
桃
山
学
園
」

（
京
都
市
伏
見
区
桃
山
町
遠
山
50
）

利
用
料
／
１
人
に
つ
き
１
日　

０
円
か
ら

　
　

５
，
４
０
０
円
ま
で

※
児
童
の
年
齢
や
保
護
者
の
所
得
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
別
に
食
事
代
金
な

ど
も
必
要
で
す
。

そ
の
他
／
児
童
の
状
態
や
希
望
日
に
よ
り
利

用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
利
用
の
一
週
間
前
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
利

用
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
同
課
へ
。

　

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布

団
、
掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消

毒
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
具
の
衛
生
的

な
管
理
が
困
難
な
人
（
同
世
帯
に
管
理

が
で
き
る
人
が
い
る
場
合
は
除
く
）

対
象
と
な
る
寝
具
／
敷
布
団
、
掛
布
団
、
毛

布
各
１
枚

費
用
／
敷
布
団
１
９
０
円
、
掛
布
団
１
９
０

円
、
毛
布
70
円

回
収
日
／
５
月
28
日
㈭　
（
回
収
し
ま
す
）

納
品
日
／
６
月
４
日
㈭　
（
配
達
し
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
14
日
㈭
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。

　

赤
十
字
の
活
動
資
金

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月
を
「
赤

十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、
全
国
的
な
広
報

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
赤

十
字
の
理
想
や
活
動
へ
の
理
解
を
お
願
い
し
、

活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
社
員
の
増
強

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
大
規
模
な
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
災
害
に
際
し
て
、
医
療
救
護
活
動
や
救

援
物
資
の
搬
送
、
義
援
金
の
募
集
な
ど
、
被

災
地
域
の
い
ち
早
い
復
興
を
目
指
し
た
活
動

を
は
じ
め
、
救
急
法
な
ど
の
健
康
安
全
講
習

の
実
施
、
未
来
に
向
け
て
人
と
し
て
た
す
け

あ
い
の
心
を
育
む
青
少
年
赤
十
字
活
動
、
さ

ら
に
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
様
々
な
活
動
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
強
化
を
積
極

的
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
よ
り
い
っ
そ
う
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
資
金
が
必
要

で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
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国
民
年
金
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
人
で
収
入
が
少
な
く
国
民
年

金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
と
そ
の
期
間
の
保
険
料
を

後
払
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

が
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
無
職
と
な
っ
た

人
も
そ
れ
を
考
慮
し
た
審
査
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
一
の
と
き
の
障
害

基
礎
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
、

新
年
度
の
受
付
は
７
月
か
ら
で
す
。
継
続
申

請
の
承
認
を
受
け
て
い
る
人
は
毎
年
申
請
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
ま
た
は
京

都
南
社
会
保
険
事
務
所
☎
０
７
５

（
６
４
３
）
２
５
４
７

　

半
日
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク

　

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
、
半
日

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

期
間
／
平
成
22
年
３
月
末
ま
で

対
象
／
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

人　

①
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
引
き
続
き
１
年
以
上

加
入
し
て
い
る
人　

②
満
30
歳
以
上
の

人　

③
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い

人　

④
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

人

定
員
／
人
間
ド
ッ
ク
70
人
、
脳
ド
ッ
ク
25
人
、

人
間
・
脳
ド
ッ
ク
併
用
１
２
０
人

自
己
負
担
額
・
指
定
医
療
機
関
／
左
表
の
と

お
り

受
診
方
法
／
健
診
利
用
券
を
郵
送
し
ま
す
。

利
用
券
が
届
い
た
ら
希
望
医
療
機
関
に

予
約
を
お
こ
な
い
、
健
診
日
に
利
用
券

を
医
療
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
22
日
㈮
ま

で
に
、
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、
国
保
医
療
課
へ
。
電
話
不
可

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果

は
５
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
気
温
が
高
く
、
風
の

弱
い
日
に
発
生
し
や
す
い
大
気
汚
染
で
、
子

ど
も
を
中
心
に
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、

の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、

役
場
に
吹
き
流
し
を
掲
出
す
る
な
ど
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
軽
視
せ
ず
な
る
べ
く

屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

症
状
が
出
た
と
き
は
、
目
を
洗
っ
た
り
、

う
が
い
を
し
た
り
し
て
、
安
静
に
す
る
と
と

も
に
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
☎
０
７
７
４

（
２
１
）
２
９
１
３
ま
た
は
環
境
保
全
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助

　

町
で
は
、
ご
家
庭
の
ご
み
減
量
化
を
図
る

た
め
に
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に

対
し
て
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
一
世
帯
に
つ

き
２
台
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
で
作
ら
れ
た
堆
肥
は
、
有

機
肥
料
と
し
て
家
庭
菜
園
な
ど
に
お
使
い
く

だ
さ
い
。

補
助
金
額
／
購
入
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度

額
２
万
５
千
円
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
販
売
店
の
証
明
書（
仕

様
が
分
か
る
も
の
。
取
扱
説
明
書
で
も

可
）、
領
収
書
、
補
助
金
の
振
込
先
の

わ
か
る
も
の
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

環
境
保
全
課
へ
。

　

室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
登
録
と

　

予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
飼
っ
て
い
る
犬
の

登
録
・
予
防
注
射
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
室
内
で
飼
っ
て

い
る
場
合
で
も
登
録
・
予
防
注
射
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
現
在
、
登
録
の
手
続
き
を
さ
れ
た

飼
い
主
さ
ん
に
対
し
て
、
鑑
札
ケ
ー
ス
を
差

し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
と

き
は
、
次
の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）　

午
後
２
時
10
分
～
２

時
20
分　

府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週
月

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
前
９
時
～

10
時
30
分

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。

　

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
５
月
13
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
園
庭
開
放
（
雨
天
の
場
合
は
室
内
遊

　
　

び
）

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所

▲鑑札ケース

※京都第一赤十字病院での人間ドック・脳ドック同時受診の場合は、男
性 19,210 円、女性 20,160 円となります。

区分
人間ドック・

脳ドック併用※ 脳ドック 人間ドック

自己
負担額

男性
女性

19,840 円
20,790 円

9,450 円
11,970 円
12,910 円

指定医療機関

京都きづ川病院、第二岡本病
院、宇治徳洲会病院、宇治武
田病院、ほうゆう病院（婦人
科検診除く）、京都第一赤十字
病院（脳ドックのみの受診は
不可）
※人間ドックのみも可

宇治病院、六地蔵総合
病 院（ 婦 人 科 検 診 除
く）、都倉病院、宇治
川病院、久御山南病院

（婦人科検診除く）、京
都工場保健会（婦人科
検診・胃カメラ除く）
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バ
ス
カ
ー
ド
等
購
入
高
齢
者

　

助
成
金
制
度
を
創
設

　

町
で
は
、
バ
ス
利
用
の
増
進
と
高
齢
者
の

社
会
参
加
を
支
援
し
、
高
齢
者
の
福
祉
の
充

実
を
図
る
た
め
、
バ
ス
カ
ー
ド
お
よ
び
巡

回
バ
ス
専
用
回
数
券
の
購
入
時
に
年
間
２
，

５
０
０
円
を
限
度
と
し
て
購
入
代
金
の
半
額

を
助
成
し
ま
す
。

　

バ
ス
カ
ー
ド
な
ど
の
購
入
と
同
時
に
申
請

す
る
と
、
即
時
審
査
し
助
成
し
ま
す
。
他
の

販
売
窓
口
で
購
入
し
た
バ
ス
カ
ー
ド
等
（
未

使
用
に
限
る
）
を
持
参
し
た
場
合
に
つ
い
て

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
５
，
０
０
０
円
の
バ
ス
カ
ー
ド

を
購
入
す
る
場
合
、
併
せ
て
申
請
す
る
こ
と

で
半
額
が
助
成
さ
れ
、
２
，
５
０
０
円
の
代

金
で
購
入
で
き
ま
す
。

対
象
／
①
４
月
１
日
時
点
で
70
歳
以
上
で
あ

る
こ
と　

②
町
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た

は
外
国
人
登
録
原
票
に
記
録
さ
れ
て
い

る
こ
と

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
本
人
確
認
資
料
（
免

許
証
、
保
険
証
、
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
都
市
計
画

課
へ
。

※
同
一
世
帯
の
人
以
外
の
代
理
人
が
申
請
す

る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

文
化
財
記
念
講
演
会

　

昨
年
９
月
１
日
、
本
町
９
件
目
と
な
る
町

指
定
文
化
財
に
、
市
田
斉
当
坊
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
草そ

う
か花

双そ
う
ち
ょ
う鳥

鏡き
ょ
う（

銅
鏡
）
が
指
定
さ

れ
た
の
を
記
念
し
、「
い
ま
、
文
化
財
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

　

聴
講
は
、
無
料
で
す
。
会
場
へ
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
13
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

内
容
／
第
１
部
「
久
御
山
町
の
文
化
財
」　

講
師
…
町
郷
土
史
会
長　

阪
部
五
三
夫

さ
ん
、
第
２
部
「
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ　

Ｉ
ｓ
銅

鏡
？
」　

講
師
…
京
都
国
立
博
物
館
企

画
室
長　

久
保
智
康
さ
ん

定
員
／
２
０
０
人

お
問
い
合
せ
／
社
会
教
育
課

　

生
涯
学
習
事
業
開
講
式

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習

意
欲
に
こ
た
え
る
各
種
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
ゆ
う
ホ
ー
ル
や
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

る
教
室
・
講
座
な
ど
の
事
業
も
含
め
て
生
涯

学
習
事
業
開
講
式
を
開
き
ま
す
。

　

各
種
講
座
・
教
室
な
ど
の
受
講
生
は
も
と

よ
り
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
／
５
月
26
日
㈫　

午
後
１
時
45
分
～
３

時
45
分

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
講
演
：
演
題
…
「
笑
い
と
健
康
」

　
　

講
師
…
落
語
家　

笑
福
亭
晃
瓶
さ
ん

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

み
ん
な
で
カ
ル
チ
ャ
ー

　

み
な
さ
ん
。
何
か
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め

ま
せ
ん
か
？

　

町
文
化
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
で
は
、
お

や
つ
作
り
や
家
庭
料
理
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、

絵
手
紙
、
茶
道
、
陶
芸
な
ど
新
し
く
何
か

を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
、
レ
ク

チ
ャ
ー
（
教
授
）
し
ま
す
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
場
所
や
内
容
は
、
受
講

者
と
サ
ー
ク
ル
の
間
で
調
整
し
ま
す
。

　

な
お
、
内
容
に
よ
り
経
費
が
発
生
す
る
場

合
は
、
受
講
者
で
ご
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

合
言
葉
は
、「
み
ん
な
で
カ
ル
チ
ャ
ー
！
」

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

第
15
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
の
各
福

祉
団
体
や
事
業
所
な
ど
と
共
に
、
町
内
で
活

躍
し
て
い
る
福
祉
関
係
者
や
団
体
の
活
動
を

広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

み
ん
な
で
暮
し
や
す
い
久
御
山
町
を
創
っ
て

い
く
た
め
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
当
日
は
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
マ
イ
カ
ー
で
の
ご
来
場
は
お
控
え

く
だ
さ
い
。

日
時
／
５
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３

時

場
所
／
町
役
場
中
庭
交
流
広
場
、
中
央
公
民

館
な
ど

内
容
／
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
・
関
係
団
体
活
動

紹
介
・
福
祉
体
験
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会

　

名
神
高
速
道
路
集
中
工
事

　

西
日
本
高
速
道
路
㈱
で
は
、
工
事
渋
滞
の

軽
減
を
は
か
る
た
め
、
年
間
に
分
散
し
て
い

る
工
事
を
集
中
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

規
制
区
間
／
名
神
高
速
道
路　

豊
中
Ｉ
Ｃ
～

春
日
井
Ｉ
Ｃ

規
制
期
間
／
５
月
11
日
㈪　

午
前
５
時
～
23

日
㈯　

午
前
６
時

規
制
方
法
／
昼
夜
連
続
車
線
規
制

※
期
間
中
、
毎
夜
午
後
８
時
か
ら
翌
朝
午
前

６
時
ま
で
、
京
都
南
Ｉ
Ｃ
～
京
都
東
Ｉ
Ｃ

間
が
夜
間
通
行
止
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
西
日
本
高
速
道
路
㈱
工
事

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０

（
８
７
）
１
６
２
０

　

町
体
育
協
会
で
は
、
町
総
体
の
各
種
大

会
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
／
５
月
28
日
㈭　

午
前
８
時
か
ら

場
所
／
東
城
陽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
ま
た
は
町
ゴ

ル
フ
協
会
会
員

費
用
／
プ
レ
ー
代　

８
，
０
０
０
円
（
昼
食

代
別
、
キ
ャ
デ
ィ
な
し
）、
会
費　

２
，

０
０
０
円

申
し
込
み
／
５
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
町
ゴ
ル

フ
協
会
（
玉
城
さ
ん
宅
）
☎
０
７
７
４

（
４
３
）
５
８
４
０
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
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▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
／
５
月
24
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
高

校
生
以
上
）
お
よ
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
登
録
者

種
目
／
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦
・
男
女
級
別
個
人

戦
（
SA
～
Ｅ
級
）

試
合
方
法
／
予
選
リ
ー
グ
の
後
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦

費
用
／
１
ペ
ア　

３
，
０
０
０
円

申
し
込
み
／
５
月
３
日
㈰
ま
で
に
、
同
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
可

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
／
６
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
男

女
各
チ
ー
ム
（
高
校
生
を
除
く
）

定
員
／
先
着
６
チ
ー
ム

費
用
／
１
チ
ー
ム　

１
，
０
０
０
円
（
当
日

徴
収
）

申
し
込
み
／
５
月
24
日
㈰
ま
で
に
、
同
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
不
可

▼
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

日
時
／
６
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
高

校
生
以
上
）
お
よ
び
所
属
ク
ラ
ブ
員

種
目
／
男
女
各
ダ
ブ
ル
ス

費
用
／
１
ペ
ア　

１
，
０
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

申
し
込
み
／
５
月
31
日
㈰
ま
で
に
、
同
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
可

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
／
５
月
10
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

（
高
校
生
を
除
く
）

種
目
／
団
体
の
部
（
１
チ
ー
ム
４
人
）
と
個

人
の
部

費
用
／
１
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み
／
５
月
３
日
㈷
ま
で
に
、
同
会
事

務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。

▼
卓
球
大
会

日
時
／
５
月
31
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
中

学
生
以
上
）
お
よ
び
町
協
会
加
入
者

種
目
／
団
体
戦
（
男
女
と
も
３
人
１
チ
ー

ム
）、
個
人
戦
（
１
～
３
部
）

費
用
／
団
体
戦
…
１
チ
ー
ム
（
一
般
１
，

５
０
０
円
、
高
校
生
１
，
０
０
０
円
）、

個
人
戦
…
（
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生

３
０
０
円
、
中
学
生
無
料
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
し
込
み
／
５
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
同
事

務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た
は
卓

球
協
会
事
務
局
（
松
本
さ
ん
宅
）
☎

０
７
７
４
（
４
３
）
６
５
６
３
へ
。
電

話
可

　

卓
球
教
室

　

町
卓
球
協
会
で
は
、
卓
球
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
６
月
６
日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
（
計
５
回
）　

午
後
７
時
30

分
～
９
時
30
分

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
中
学
生
以

上
）
お
よ
び
協
会
登
録
者

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
０
０
０
円
（
初
回
徴
収
）

申
し
込
み
／
５
月
31
日
㈰
ま
で
に
、
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た
は

町
卓
球
協
会
事
務
局
（
松
本
さ
ん
宅
）

☎
０
７
７
４
（
４
３
）
６
５
６
３
へ
。

電
話
可

︿
申
し
込
み
と
費
用
﹀

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
５
月
10
日
㈰
（
10
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

　
（
ワ
ー
ド
編
Ⅰ
）

日
時
／
５
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
23
日
㈯
・

　
　

24
日
㈰
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９
時

　
　

30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
ワ
ー
ド
初
心
者
向
き
。
文
書
の
編
集

　
　

機
能
を
分
か
り
や
す
く
学
習
し
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

　
　

必
要
）

▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型

日
時
／
５
月
12
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
入
力
の
仕
方
か
ら
復
習

　
　

で
き
る
教
室
で
す
。

※
初
心
者
も
受
講
で
き
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
４
，
０
０
０
円

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
５
月
１
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
２

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
４
日
は
開
館
、
７

　
　
　
　

日
が
休
館
）
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週
末
の
星
空
観
察
会

日
時
／
５
月
16
日
㈯　

午
後
８
時
～
９
時
、

29
日
㈮　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま

で
）

対
象
／
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星

空
の
観
察
を
し
ま
す
。

（
雨
天
・
曇
り
の
場

合
は
中
止
）

　

童
謡
を
楽
し
む
会

日
時
／
５
月
27
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す

　

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

日
時
／
５
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４

時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人

　

漢
字
の
達
人
教
室 

日
時
／
５
月
９
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

大
人
木
工
教
室 

日
時
／
５
月
15
日
㈮　

①
午
前
９
時
～
正
午

　
　

②
午
後
２
時
〜
５
時

※
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
杉
板
で
小
物
入
れ
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
５
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

　

小
学
生
工
作
教
室 

日
時
／
５
月
16
日
㈯　

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時
、
17
日
㈰　

③
午

前
９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時

※
①
～
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。

内
容
／
ボ
ー
ル
紙
を
使
っ
て
工
作
し
ま
す
。

定
員
／
各
10
人

費
用
／
１
０
０
円

　

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室 

日
時
／
５
月
24
日
㈰　

 

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。

小
学
１
～
３
年
生
は
必
ず
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。

内
容
／
顕
微
鏡
を
使
っ
て
ミ
ク
ロ
の
世
界
を

観
察
し
ま
す
。

定
員
／
12
組

　

漢
字
出
直
し
塾 

日
時
／
５
月
８
日
㈮
・
22
日
㈮　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
、い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

　

リ
コ
ー
ダ
ー
で
あ
そ
ぼ
う 

日
時
／
５
月
９
日
㈯　

午
後
２
時
～
３
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

内
容
／
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
く
演

奏
し
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
５
月
16
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

　
　

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

た
の
し
い
折
り
紙
教
室 

日
時
／
５
月
23
日
㈯　

午
後
２
時
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
の
幼
児
（
３
歳
以
上
）、

小
学
生
と
保
護
者

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。

定
員
／
20
組

※
各
自
、
折
り
紙
を

　

持
っ
て
き
て
く
だ

　

さ
い
。

　

久
御
山
た
ん
け
ん
隊

日
時
／
５
月
23
日
㈯　

午
前
８
時
45
分
～
午

　
　

後
０
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

内
容
／
久
御
山
の
自
然
や
産
業
・
文
化
な
ど

　
　

を
探
り
ま
す
。

定
員
／
15
人

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

使
用
講
習
会
＆
相
談
日 

日
時
／
５
月
８
日
㈮
・
12
日
㈫
・
18
日
㈪
・

　
　

28
日
㈭　

午
後
７
時
～
７
時
40
分
、
５

　
　

月
２
日
㈯
・
16
日
㈯
・
23
日
㈯
・
24
日

　
　

㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

　
　

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

　
　

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。）

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
５
月
１
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
４
）
３
７
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
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体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー 

日
時
／
①
５
月
９
日
㈯　

②
23
日
㈯　

午
前

９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
な
ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
（
午
前
の
部
） 

日
時
／
５
月
21
日
か
ら
７
月
23
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
30
分
～
11
時
45
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
高
橋
恭
子
さ
ん

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
教
室 

日
時
／
６
月
９
日
か
ら
７
月
28
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
～
11
時
30
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
端
田
ゆ
き
子
さ
ん

定
員
／
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

男
性
限
定
！
オ
ヤ
ジ
の

　

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室 

日
時
／
５
月
24
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
【
６
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
30
分
～
11
時
45
分

対
象
／
18
歳
以
上
の
男
性（
高
校
生
を
除
く
）

講
師
／
高
橋
恭
子
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
１
０
０
円

　

町
民
プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　

町
民
プ
ー
ル
の
監
視
員
と
事
務
員
を
募
集

し
ま
す
。

期
間
／
７
月
15
日
㈬
～
８
月
31
日
㈪

勤
務
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

応
募
資
格
／
18
歳
か
ら
65
歳
（
高
校
生
を
除

く
）
ま
で
の
健
康
で
ま
じ
め
に
勤
務
で

き
る
人
で
、
７
月
５
日
㈰　

午
前
９
時

か
ら
開
く
普
通
救
命
講
習
会
・
業
務
説

明
会
に
参
加
で
き
る
人

募
集
人
員
／
監
視
員
30
人
、
事
務
員
５
人

賃
金
／
監
視
員
…
〔
平
日
〕
７
，
０
０
０
円
、

〔
土
・
日
曜
、
祝
日
〕
７
，
５
０
０
円
、

事
務
員
…
〔
平
日
〕
５
，
８
０
０
円
、

　
　
〔
土
・
日
曜
、
祝
日
〕
６
，
３
０
０
円

面
接
／
６
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰　

午
前
９
時

～
午
後
５
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
６
月
12
日
㈮
ま

で
に
、
写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
を
ご
持

参
の
う
え
、
同
事
業
団
（
総
合
体
育
館

内
）
へ
。

　

そ
ば
打
ち
教
室

日
時
／
５
月
30
日
㈯
・
６
月
６
日
㈯
【
２
回

コ
ー
ス
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
手
打
ち
そ
ば
に
挑
戦
し
、
だ
し
の
作

り
方
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
西
山
隶
佑
さ
ん

定
員
／
12
人

費
用
／
１
，
６
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

　

参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催

を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

５
月
12
日
㈫　

①
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役
場
庁
舎
１
階
相
談
室
１　

②
午
後
１
時
～

３
時　

ゆ
う
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

１【す
こ
や
か
養
育
相
談
】（
面
接
相
談
）

５
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

佐
山
・

御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所

※
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
は
、
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

５
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に

社
会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま

す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

５
月
14
日
㈭
・
28
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）

３
４
２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

５
月
14
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

５
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
５
月
１
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
１
０
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

町
の
人
口（
前
月
比
／
増
8
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

17 ,055 人　
8 ,489 人　
8 ,566 人　
6 ,794 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

12 人　
15 人　

105 人　
94 人　

〈４月 1 日現在〉 

〈３月中の動き〉 
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保健予防のコーナー 

御牧保育所  ☎・　075（631）2475

町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5382

会  計  課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

水  道  課  ☎631-9987/45-3919
　 suidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 syakai@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283

いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199

荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

宇治警察署  ☎0774（21）0110

山城広域振興局 宇治総合庁舎
☎0774（21）2101　 0774（21）2106

山城北保健所
☎0774（21）2191　 0774（21）6215

親子サロン（４月 10 日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

ポ リ オ（ 服 用 ）
8 日㈮

13 日㈬
25 日㈪

午後2時～3時
・生後 3 か月～ 7 歳 6 か月未満

・6 週間あけて 2 回服用。下痢、口腔内に傷がある

場合は服用できません。

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

母 子 保 健
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

パパ＆ママ教室（第 2 回） 12 日㈫ 午前11時～11時15分 調理実習（妊娠中の栄養）、
交流会

妊 婦 と 夫

健　  診 ・ 相　  談
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 20 日㈬ 午後1時〜1時30分
歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センター（※ 3 はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持
参ください。 問い合わせ／長寿健康課 

1 0 か 月 児 健 診 18 日㈪ 午後1時20分～1時50分 医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導

平成20年6月生まれ

3 ～ 4 か 月 児 健 診 19 日㈫ 午後1時20分～2時 医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離乳・
保育・栄養などの指導、ブックスタート

平成21年1月生まれ

パパ＆ママ教室（第 3 回） 20 日㈬ 午後1時～1時15分 歯科検診、赤ちゃんの歯の話、
交流会

妊 婦 と 夫

2 歳 6 か月児歯科健診 20 日㈬ 午後1時20分～1時40分 歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導

平成18年10月生まれ

乳 幼 児 相 談 21 日㈭ 午前9時30分～10時30分 ことば・しつけ・栄養などの
相談

乳　幼　児

1 歳 8 か月児健診 22 日㈮ 午後1時20分～2時 医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導

平成19年8月生まれ

離 乳 食 教 室 27 日㈬ 午前10時～10時15分 離乳食の指導、作り方の実習
と試食（初期・中期・後期）

3～10か月児の保護者

3 歳 児 健 診 29 日㈮ 午後1時20分～2時 医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導

平成17年10月生まれ

パパ＆ママ教室（第 4 回） 30 日㈯ 午後1時～1時15分 赤ちゃんのお風呂のいれ方や
交流会

妊 婦 と 夫

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 19 日㈫ 午後1時40分～1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

※ 3

※ 1

※ 2

※ 4

※ 1、2、4 は事前に予約が必要です。
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環境保全のコーナー 

5 月のごみ・し尿収集日 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総  務  課  ☎631-9991/45-3922
　 soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

住  民  課  ☎631-9904/45-3905
　 jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 tokei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

産  業  課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

税  務  課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下
津屋・下津屋サンハイツ・島
田・東島田・森・坊之池・野村・
村東 

久御山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・ハイツ西宇治・清水・
林・西武西林・ミサワ林・大橋
辺・北川顔・藤和田・近協パレ
ス・中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・清水・林・西武西
林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ
ンハイツ・下津屋団地・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中島・
西一口・東一口・相島 

東佐山団地・久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１
号以東）・森（国道１号以東）・野村・村東・
佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田井・
荒見・下津屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
西一口・中島・相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

燃やすごみ 

月・木 

火・水・金 

火・金 

燃やさないごみ 

月

火 

水 

木 

金 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
13 日（第 2 水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

6 日
（第 1 水曜日）

20 日
（第 3 水曜日）

13 日
（第 2 水曜日）

27 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

12 日㈫
6 月 2 日㈫

13 日㈬
6 月 3 日㈬

18 日㈪
14 日㈭

6 月 4 日㈭
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淀川渡船所跡（東一口）第二章 宇治川の変遷（４）
　

明
治
中
期
の
宇
治
川

　

明
治
新
政
府
に
よ
る
文
明
開
化
の
推

進
は
、
全
国
津
々
浦
々
に
浸
透
し
て
い
っ

た
。
淀
川
に
就
航
し
た
蒸
気
船
は
当
初

の
二
隻
か
ら
、明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

に
夜
航
が
認
可
さ
れ
る
と
八
隻
に
増
え
、

淀
川
名
物
と
な
っ
て
い
た
三
十
石
船
は
、

旅
客
が
激
減
し
て
し
ま
い
、
経
費
を

度
外
視
し
て
安
価
で
対
抗
し
た
も
の
の
、

船
足
の
時
間
差
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
く
、
三
十
石
船
は
淀
川
か
ら
消
え

去
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
順
調
と
思
わ
れ
る
淀
川

航
路
は
、
沿
岸
の
複
雑
な
地
形
の
た
め
、

三
十
石
船
の
時
代
か
ら
欠
航
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
複
雑
な
地
形
と

は
、
淀
の
西
方
で
木
津
川
・
桂
川
・
宇

治
川
が
合
流
し
、
淀
川
と
な
っ
て
大
阪

湾
に
注
い
で
い
る
。
合
流
す
る
三
川
の

水
量
が
均
等
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る

が
、
増
水
時
の
最
大
水
量
は
、
木
津
川

が
毎
秒
三
六
一
四
立
方
メ
ー
ト
ル
、
桂

川
一
九
四
六
立
方
メ
ー
ト
ル
、
宇
治
川

八
三
四
立
方
メ
ー
ト
ル
（『
淀
川
高
水

位
防
禦
工
事
計
画
意
見
書
』）
と
あ
り
、

か
つ
て
豊
臣
秀
吉
の
巨
椋
池
土
木
工
事

以
前
は
、
こ
の
三
川
は
巨
椋
池
に
流
入

し
て
い
て
、
巨
椋
池
は
遊
水
池
の
機
能

を
有
し
、
水
量
を
均
等
に
保
っ
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
直
接
の
三
川
合
流
は
、

治
水
を
度
外
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
木

津
川
の
流
量
が
宇
治
川
の
四
倍
、
桂

川
が
二
倍
を
超
え
る
と
な
れ
ば
、
必
然

的
に
二
川
の
激
流
は
宇
治
川
に
逆
流
す

る
。
昭
和
二
十
八
年
九
月
の
水
害
時
も
、

宇
治
川
の
逆
流
が
語
り
継
が
れ
て
い
て
、

往
時
、
そ
の
逆
流
し
た
濁
水
が
複
雑
な

地
形
の
宇
治
川
左
岸
か
ら
巨
椋
池
に
流

入
し
、
大
池
堤
を
破
堤
し
て
久
御
山
に

水
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

宇
治
川
堤
防
は
、
伏
見
観
月
橋
か
ら

淀
ま
で
の
右
岸
は
、
大
名
の
参
勤
交
代

に
も
利
用
さ
れ
る
淀
堤
・
伏
見
街
道
と

呼
ば
れ
る
交
通
路
で
、
千
両
松
と
称
さ

れ
る
松
並
木
が
続
き
、
上
・
中
・
下
の

五
軒
茶
屋
も
あ
っ
て
、
往
来
す
る
旅
人

を
慰
め
て
い
た
。
そ
の
半
面
、
左
岸
に

は
堤
が
な
く
、
巨
椋
池
の
葭よ

し
島
等
が
堤

の
代
わ
り
と
な
っ
て
い
て
、
池
と
川
と

が
複
雑
に
交
錯
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
増
水
時
、
宇
治

川
の
流
れ
の
激
変
で
蒸
気
船
は
欠
航
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち

な
み
に
蒸
気
船
が
就
航
し
て
い
た
明
治

中
期
、
宇
治
川
増
水
に
よ
る
巨
椋
池
氾

濫
で
久
御
山
が
被
っ
た
水
害
を
『
水
防

五
十
年
史
』
を
参
考
に
述
べ
て
み
よ
う
。

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
は
、
春

以
来
、
気
候
は
不
順
で
、
六
月
上
旬
頃

か
ら
二
度
に
わ
た
る
低
気
圧
の
影
響
で
、

連
日
降
雨
が
続
き
、『
京
都
気
象
一
〇
〇

年
』
の
資
料
で
は
、
六
月
の
降
雨
は

六
一
七
・
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

現
在
で
も
国
土
交
通
省
淀
川
河
川
事
務

所
で
は
、「
六
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
降

雨
が
あ
れ
ば
堤
防
は
決
壊
し
ま
す
よ
」

と
警
告
さ
れ
て
い
て
、
明
治
中
期
の
治

水
対
策
で
は
、
洪
水
の
防
禦
は
至
難
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

久
御
山
関
係
で
は
、
巨
椋
池
の
大

池
堤
が
東
一
口
の
南
東
部
と
市
田
の
三

本
松
の
二
か
所
で
決
壊
し
、
濁
水
は
堤

に
囲
ま
れ
て
い
る
久
御
山
に
襲
来
、
山

城
地
方
は
七
月
二
日
頃
に
減
水
し
た
が
、

久
御
山
は
翌
月
の
八
月
七
日
に
至
る
も

な
お
、
人
家
・
田
畑
の
七
〇
％
が
水
中

に
あ
る
と
い
う
惨
状
で
、
御
牧
村
の
田

畑
浸
水
は
三
五
二
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
収

穫
は
皆
無
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　

次
に
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）
の

水
害
は
、
前
述
の
『
京
都
気
象
一
〇
〇

年
』
に
、
七
月
は
四
八
八
・
四
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
、
八
月
二
二
八
・
二
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
と
あ
り
、
河
川
堤
防
の
決
壊
は
八
月

二
〇
日
頃
に
集
中
し
、
巨
椋
池
の
太
閤

堤
・
槇
島
堤
・
大
池
堤
で
十
一
か
所
が

破
堤
し
た
。
こ
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
人

家
の
浸
水
は
、
御
牧
村
三
六
九
戸
、
佐

山
村
五
一
三
戸
を
数
え
て
い
る
。

　

水
害
は
そ
の
後
、
明
治
二
十
三
年
、

同
二
十
九
年
と
続
発
す
る
が
、
こ
の
洪

水
が
契
機
と
な
っ
て
、
淀
川
治
水
の
世

論
が
高
ま
り
、
改
修
工
事
が
計
画
さ
れ

た
。
こ
の
計
画
は
日
清
戦
争
後
の
明
治

二
十
九
年
三
月
、
淀
川
改
修
案
は
帝
国

議
会
に
提
出
さ
れ
、
三
月
二
十
六
日
に

貴
族
院
を
通
過
し
、
淀
川
沿
岸
住
民

の
悲
願
で
あ
っ
た
淀
川
改
修
は
、
明
治

二
十
九
年
五
月
以
降
、
十
か
年
の
継
続

事
業
と
し
て
着
工
さ
れ
た
。

　

淀
川
改
良
工
事
の
概
要
は
、
上
流
が

瀬
田
川
筋
、
中
流
は
淀
及
び
枚
方
付
近
、

下
流
は
大
阪
付
近
に
大
別
し
て
施
工

さ
れ
た
。
中
流
の
淀
付
近
の
工
事
に
は

宇
治
川
付
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
て
北

川
顔
が
そ
の
流
路
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

久
御
山
全
域
に
大
き
な
動
揺
を
与
え
た
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

阪
部　

五
三
夫

▲巨椋池周辺の堤防配置図


